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図1　日本、中国、ドイツの工作機械生産額

（出所）日本工作機械工業会　『工作機械統計要覧　2010年』　259ページ。

　

日
本
の
工
作
機
械
生
産
額
が
、
一
九

八
二
年
か
ら
維
持
し
て
き
た
世
界
首
位

の
座
か
ら
転
落
し
た
（
注
1
）。
二
〇

〇
九
年
の
工
作
機
械
生
産
額
で
世
界
の

ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
の
は
、
中
国
で

あ
っ
た
。日
本
の
工
作
機
械
生
産
額
は
、

ド
イ
ツ
に
も
抜
か
れ
て
、
世
界
第
三
位

に
な
っ
た
（
図
1
参
照
）。

　

こ
の
情
報
が
、
日
本
に
と
っ
て
大
き

な
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、
日
本
が
二
七
年

間
も
の
長
き
に
わ
た
り
維
持
し
て
き
た

世
界
の
ト
ッ
プ
の
座
か
ら
転
落
し
た
か

ら
だ
け
で
は
な
い
。
工
作
機
械
と
い
う

製
品
が
、
も
の
づ
く
り
の
根
幹
を
支
え

る
機
械
で
あ
る
た
め
、
日
本
の
も
の
づ

く
り
の
す
べ
て
が
中
国
に
追
い
越
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク

で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
世
界
第
二
位
で

は
な
く
ド
イ
ツ
に
も
抜
か
れ
て
第
三
位

と
い
う
こ
と
が
、
驚
き
を
一
層
増
幅
し

た
。
こ
こ
で
は
、
中
国
の
工
作
機
械
産

業
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
衝

撃
は
正
当
で
実
態
が
あ
る
も
の
な
の

か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
は
な
い
の
か
に

つ
い
て
述
べ
る
。

1 

工
作
機
械
が
も
の
づ
く
り
の
根
幹

を
支
え
る
機
械
と
さ
れ
る
理
由

　

工
業
製
品
の
代
表
で
あ
る
自
動
車
や

家
電
製
品
を
ま
と
め
て
耐
久
消
費
財
と

い
う
が
、
こ
れ
ら
は
部
品
を
組
み
立
て

て
で
き
て
い
る
。
ま
た
人
々
の
快
適
な

生
活
を
支
え
る
資
本
財
、
具
体
的
に
は

新
幹
線
、航
空
機
な
ど
の
輸
送
用
機
械
、

通
信
・
放
送
用
機
械
、
精
密
機
械
、
医

療
機
械
、
な
ら
び
に
工
場
の
設
備
機
械

な
ど
も
部
品
を
組
み
立
て
て
作
ら
れ
て

い
る
。
耐
久
消
費
財
や
資
本
財
の
部
品

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
作
ら
れ
て
い

る
が
、
工
作
機
械
は
、
自
分
を
含
め
た

あ
ら
ゆ
る
機
械
部
品
を
作
る
機
械
で
あ

る
の
で
、
も
の
づ
く
り
の
根
幹
を
支
え

る
機
械
と
さ
れ
る
。

　

日
本
の
も
の
づ
く
り
が
優
れ
て
い
る

の
は
、
熟
練
技
能
者
に
支
え
ら
れ
て
い

る
部
分
も
あ
る
が
、
半
熟
練
者
の
操
作

で
も
高
精
度
の
部
品
加
工
が
で
き
る
日

本
製
の
Ｎ
Ｃ（N

um
erical Control

、数

値
制
御
）工
作
機
械（
以
下
、
Ｎ
Ｃ
機
と

記
す
）を
設
備
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

工
作
機
械
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
ル

キ
ン
ソ
ン
の「
中
ぐ
り
盤
」の
発
明（
一

七
七
五
年
）
に
よ
り
ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機

関
が
実
用
化
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
工
業
生
産
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

機
械
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
シ
リ
ン
ダ

の
内
面
加
工
は
手
作
業
で
あ
っ
た
が
、

く
る
い
が
一
セ
ン
チ
以
上
も
あ
っ
た
。

中
ぐ
り
盤
の
発
明
で
一
・
五
ミ
リ
ま
で

精
度
が
高
ま
り
、
蒸
気
機
関
の
性
能
が

高
ま
っ
た
。
現
在
世
界
を
席
巻
し
て
い

る
Ｎ
Ｃ
機
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
一

九
五
二
年
に
誕
生
し
た
。
Ｎ
Ｃ
機
は
日

本
に
も
紹
介
さ
れ
、
日
本
で
も
研
究
さ

れ
た
の
で
、
一
九
五
八
年
に
は
日
本
で

第
一
号
の
国
産
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス
盤
が
発

表
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｃ
機
が
、

軍
需
用
で
あ
っ
た
た
め
大
型
で
、
そ
の

た
め
高
価
格
で
あ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り

民
生
用
に
普
及
し
な
か
っ
た
の
に
対
し

て
、
日
本
が
製
造
し
た
Ｎ
Ｃ
機
は
、
小

型
で
低
価
格
で
あ
っ
た
の
で
、
熟
練
技

能
者
の
い
な
い
中
小
企
業
が
均
質
な
部

品
を
加
工
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
急

速
に
普
及
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の

自
動
車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
機
械
産

業
の
品
質
の
向
上
に
貢
献
し
た
。
ド
イ

ツ
に
比
べ
て
熟
練
技
能
者
が
十
分
に
い

な
い
日
本
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｃ
機
は
高
精

度
の
部
品
を
大
量
生
産
す
る
の
に
用
い

ら
れ
、
日
本
製
品
の
国
際
競
争
力
を
高

め
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
工
作

機
械
が
強
い
国
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
製

造
さ
れ
る
製
品
の
国
際
競
争
力
も
高

い
。
反
対
に
工
作
機
械
が
競
争
力
を
失

う
と
い
う
こ
と
は
、
や
が
て
は
そ
れ
に

よ
っ
て
製
造
さ
れ
る
耐
久
消
費
財
も
競

争
力
を
失
う
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
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表1　中国工作機械の生産と輸出の台数

生産（a） 輸出（b） 生産に占める
輸出の割合

（b）/（a）＊100台数 伸び率（％） 台数 伸び率（％）

2004 389,284 － 143,695 － 36.9

2005 450,723 15.8 210,201 46.3 46.6

2006 562,134 24.7 264,896 26.0 47.1

2007 606,835   8.0 497,011 87.6 81.9

2008 617,306   1.7 522,698   5.2 84.7

2009 580,000 △6.0 650,070 24.4 112.1

（出所）日本工作機械工業会　『工作機械統計要覧　2010』　292ページ。元データは中国工作機械・工具工業協会。
2009年の生産台数は、『中国統計月報』2010年2月。

い
る
。そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
で
、

工
作
機
械
生
産
額
が
ト
ッ
プ
か
ら
転
落

し
た
こ
と
は
、
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

2 
日
本
の
工
作
機
械
生
産
額
が
激

減
し
た
理
由

　

二
〇
〇
九
年
の
日
本
の
工
作
機
械
生

産
額
は
約
五
八
億
ド
ル
（
四
九
〇
三
億

円
）
で
、
対
前
年
比
六
〇
％
の
大
幅
減

少
で
あ
っ
た（
注
2
）。
他
方
、中
国
は
、

対
前
年
比
九
％
増
加
の
一
〇
九
億
ド
ル

で
あ
っ
た
。
第
二
位
の
ド
イ
ツ
は
や
は

り
対
前
年
比
三
五
％
減
少
の
七
八
億
ド

ル
で
あ
っ
た
（
注
3
）。

　

日
本
の
工
作
機
械
の
生
産
額
が
減
少

し
た
の
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

不
況
の
影
響
で
、
主
に
国
内
の
ユ
ー
ザ

で
あ
る
自
動
車
お
よ
び
部
品
メ
ー
カ
が

設
備
投
資
を
抑
制
し
た
た
め
で
あ
る
。

他
方
、
中
国
の
工
作
機
械
生
産
額
が
伸

び
た
の
は
、
中
国
の
経
済
成
長
と
と
も

に
内
需
が
伸
び
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
日
本
の
工
作
機
械
の
生
産
が
激

減
し
た
要
因
の
一
つ
は
、
国
内
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
た
か
ら
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
反
対
に
、
中
国
の
工
作
機

械
生
産
が
伸
び
た
の
は
、
中
国
国
内
の

設
備
投
資
が
そ
れ
ほ
ど
縮
小
し
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
工
作
機
械
生

産
額
が
激
減
し
た
の
は
、
中
国
メ
ー
カ

に
市
場
を
奪
わ
れ
た
と
か
、
受
注
競
争

に
負
け
た
結
果
、
首
位
か
ら
転
落
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
生
産
金
額

を
比
べ
れ
ば
、
確
か
に
中
国
が
ト
ッ
プ

に
躍
り
出
て
い
る
が
、
日
本
は
納
入
先

の
自
動
車
関
連
企
業
が
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
ま
と
も
に
う
け
て

生
産
を
抑
制
し
設
備
投
資
を
抑
え
た
か

ら
内
需
が
激
減
し
た
の
で
あ
る
。
現
状

で
は
、
中
国
製
工
作
機
械
は
、
日
本
製

工
作
機
械
と
市
場
が
異
な
る
の
で
直
接

競
合
す
る
関
係
に
は
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
中
国
の
工
作
機
械
生
産

の
実
力
は
、
本
当
の
と
こ
ろ
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
、
以
下
に
検
討
し
て
み

よ
う
。

3
中
国
工
作
機
械
生
産
の
実
態

　

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で

の
中
国
工
作
機
械
の
生
産
台
数
は
、
中

国
工
作
機
械
・
工
具
工
業
協
会
の
発
表

に
よ
る
と
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
二
〇

〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
は
二
桁

の
増
加
率
を
示
し
、
二
〇
〇
七
年
も
二

桁
に
迫
る
伸
び
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
八

年
の
『
中
国
機
械
工
業
年
鑑
』（
五
六

六
ペ
ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
工
作
機
械
企

業
は
九
八
社
で
、
二
〇
〇
七
年
の
生
産

台
数
は
、
六
〇
・
六
八
万
台
と
し
、
対

前
年
比
一
一
・
六
七
％
の
増
加
と
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
数
値
制
御
の
工
作
機

械
は
、
一
二
・
三
三
万
台
と
し
て
い
る
。

『
中
国
機
械
工
業
年
鑑
』
に
は
、
当
該

年
の
数
値
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
前
年
の
数
値
は
前
年
の
年
鑑
か
ら

拾
う
し
か
な
い
が
、
表
1
に
み
る
よ
う

に
前
年
の
発
表
数
値
が
正
し
い
と
す
る

な
ら
伸
び
率
は
八
・
〇
％
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
中
国
の
統
計
数
値
に
は
ぶ
れ

が
あ
り
信
頼
性
に
多
少
問
題
が
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
も
あ
っ
た
が
プ
ラ
ス
の
成
長
を
確

保
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
年

に
は
台
数
で
は
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

　

中
国
の
工
作
機
械
生
産
統
計
は
、
二

〇
〇
二
年
ま
で
は
機
種
別
の
生
産
台
数

と
金
額
を
公
表
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇

三
年
以
降
は
機
種
別
の
統
計
は
公
表
し

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
中
国
メ
ー
カ
が

ど
の
よ
う
な
機
種
の
工
作
機
械
を
生
産

し
て
い
る
の
か
明
確
に
把
握
で
き
な

い
。
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
中
国
の

工
作
機
械
生
産
統
計
は
、
過
去
に
大
き

な
問
題
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
た
と
え
ば
、

先
進
国
で
は
工
作
機
械
と
は
み
な
し
て

い
な
い
よ
う
な
製
品
を
生
産
統
計
の
な

か
に
含
め
て
い
た
た
め
、
台
数
ま
た
は

金
額
が
桁
違
い
に
多
い
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
た
め
か
ど
う
か
、

各
数
値
と
合
計
数
値
が
合
わ
な
い
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
今
で

も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
国

家
統
計
局
の
統
計
に
は
売
上
高
五
〇
〇

万
元
（
約
七
五
〇
〇
万
円
）
以
下
の
非

国
営
企
業
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
、
こ
れ
を
貿
易
統
計
と
突
き
合

わ
せ
る
と
矛
盾
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
二

〇
〇
三
年
ま
で
は
、
輸
出
台
数
が
生
産

台
数
よ
り
二
〇
倍
も
多
い
と
い
う
矛
盾

が
あ
っ
た
。
作
っ
て
い
る
台
数
よ
り
輸

出
し
て
い
る
台
数
が
二
〇
倍
も
多
い
こ

と
は
、
い
か
に
在
庫
を
抱
え
て
い
る
と

仮
定
し
て
も
普
通
は
あ
り
え
な
い
。
そ

の
よ
う
な
矛
盾
が
生
じ
る
の
は
、
二
〇

〇
三
年
以
前
ま
で
は
、
非
国
営
企
業
が

製
造
す
る
ボ
ー
ル
盤
や
研
削
盤
等
で
単

価
の
極
め
て
低
い
機
械
が
輸
出
統
計
に

含
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
注
4
）。

生
産
台
数
よ
り
二
〇
倍
も
多
く
輸
出
台

数
が
あ
る
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
矛
盾

は
、二
〇
〇
四
年
以
降
な
く
な
っ
た
が
、

二
〇
〇
九
年
も
生
産
台
数
よ
り
輸
出
台
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世界トップに躍り出た中国の工作機械生産額

表2　中国の工作機械の輸出　（2005～2009） （単位：台；1000USドル）

HS
code 機種（和名）

2005 2006 2007 2008 2009

台数 金額 台数 金額 台数 金額 台数 金額 台数 金額

8456

レーザーその他の光子ビーム、超音波、
放電、電気化学的方法、電子ビーム、
イオンビームまたはプラズマアークを使
用して材料を取り除く異により加工する
機械

41,046 128,833 79,148 188,865 192,823 242,356 224,722 305,294 112,675 150,520

8457

金属加工用のマシニングセンター、ユニッ
トコンストラクションマシン（シングルス
テーションのものに限る。）およびマルチ
ステーショントランスファーマシン

737 15,959 1,890 37,244 3,157 59,567 3,683 109,288 2,489 64,426

8458 旋盤（ターニングセンターを含むものとし、金属切削用のものに限る。） 88,619 176,599 85,980 231,695 106,382 345,577 107,841 454,087 59,484 261,916

8459

金属用のボール盤、中ぐり盤、フライス盤、
ねじ切りおよびねじ立て盤（ウェイタイプ
ユニットヘッド機を含むものとし、第
8458項の旋盤（ターニングセンターを含
む）を除く。）

1,487,012 148,096 1,411,565 181,026 1,419,133 241,215 1,191,281 285,343 886,360 175,469

8460

研削盤、ホーニング盤、ラップ盤、研削
盤その他の仕上げ用加工機械（研削砥
石その他の研磨材料を使用して金属又
はサーメット加工するものに限るとし、
第8461項の歯切り盤、歯車研削盤およ
び歯車仕上盤を除く。）

3,641,038 92,704 3,372,115 115,857 3,647,863 141,030 3,345,423 179,655 3,148,761 137,830

8461

平削り盤、形削り盤、立削り盤、ブロー
チ盤、歯切り盤、歯車研削盤、歯車仕上
盤、金切盤、切断機その他の加工機械（金
属又はサーメットを取り除くことにより加
工するものに限るとし、他の項に該当す
るものを除く。）

1,369,402 95,776 2,743,943 173,391 2,625,520 190,348 1,091,398 123,484 1,980,013 164,529

工作機械合計 6,627,854 657,967 7,694,641 928,078 7,994,878 1,220,093 5,964,348 1,457,151 6,189,782 954,690

（出所）日本工作機械工業会の好意による。

数
が
多
く
、
依
然
と
し
て
単
価
の
低
い

機
械
が
工
作
機
械
と
し
て
生
産
お
よ
び

輸
出
統
計
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て

何
よ
り
も
機
種
別
生
産
統
計
が
公
表
さ

れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
中
国
の
工
作
機

械
の
全
体
像
は
、
な
か
な
か
把
握
で
き

な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
輸
出
（
通

関
）
統
計
を
用
い
て
中
国
で
生
産
し
て

輸
出
さ
れ
る
工
作
機
械
、
言
い
方
を
変

え
れ
ば
輸
出
競
争
力
の
あ
る
工
作
機
械

は
ど
の
よ
う
な
機
種
か
、
世
界
市
場
に

お
け
る
そ
れ
ら
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か

に
し
て
み
る
。

⑴ 

低
価
格
製
品

　

表
2
は
、
貿
易
統
計
（
通
関
統
計
）

で
把
握
し
た
中
国
の
工
作
機
械
の
輸
出

台
数
と
金
額
で
あ
る
。
輸
出
台
数
が
表

1
の
値
と
異
な
る
の
は
、
表
1
の
数
値

が
工
業
会
加
盟
企
業
の
統
計
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
表
2
の
統
計
は
加
盟
し
て

な
い
企
業
の
統
計
も
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
国
に
進
出

し
て
生
産
し
て
い
る
韓
国
メ
ー
カ
や
台

湾
メ
ー
カ
の
輸
出
も
表
2
の
中
に
は
含

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
工
業
用
工
作
機

械
と
は
い
え
な
い
低
価
格
の
工
作
機
械

も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
最
初
に

一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格
を
求
め
て
、

工
業
用
工
作
機
械
と
は
い
え
な
い
低
価

格
の
工
作
機
械
を
除
外
し
て
み
る
。

　

表
3
は
、
貿
易
統
計
か
ら
機
種
別
の

二
〇
〇
九
年
の
輸
出
総
台
数
、
輸
出
総

額
お
よ
び
一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
一

台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格
が
き
わ
め
て

低
い
機
種
を
除
外
す
る
（
注
5
）。

　

ま
ず
、
研
削
盤
（H

S 8460

：H
S 

Code N
o. 

以
下
同
様
）な
ど
に
分
類
さ

れ
て
い
る
製
品
は
、
一
台
当
り
の
平
均

輸
出
価
格
を
み
る
と
、
玉
石
混
交
で
あ

る
。
輸
出
台
数
が
多
く
て
平
均
輸
出
価

格
の
低
い
製
品
と
し
て
は
、そ
の
他
の
も

の
（
車
輪
研
削
盤
）（H

S 84609010

）

（
注
6
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
台
数
は

二
〇
〇
万
台
以
上
を
輸
出
し
て
い
る

が
、
一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
一

九
ド
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
も

の
（
ポ
リ
ッ
シ
ュ
盤
）（H

S 84609
020

）
は
、
輸
出
台
数
三
〇
万
台
以
上

で
一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
六
八

ド
ル
で
、
日
本
な
ど
で
は
工
作
機
械
に

分
類
さ
れ
な
い
製
品
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
ほ
ど
の
低
価
格
で
あ
る
。

　

非
Ｎ
Ｃ
工
具
研
削
盤（H

S 84603
900

）（
注
7
）
は
、
輸
出
台
数
が
四

八
万
八
〇
〇
〇
台
二
六
八
二
台
で
、
一

台
当
た
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
二
一
ド

ル
と
低
価
格
で
あ
る
。
主
な
仕
向
け
地

と
そ
の
台
数
お
よ
び
平
均
輸
出
価
格
は

ド
イ
ツ
（
一
二
万
一
〇
〇
〇
台
、
二
〇

ド
ル
）、ア
メ
リ
カ（
七
万
一
〇
〇
〇
台
、

二
七
ド
ル
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
五
万
台
、

一
六
ド
ル
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
四
万

三
〇
〇
〇
台
、
一
六
ド
ル
）、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
（
四
万
台
、
一
五
ド
ル
）、

イ
タ
リ
ア
（
三
万
四
〇
〇
〇
台
、
一
八

ド
ル
）、フ
ラ
ン
ス（
三
万
三
〇
〇
〇
台
、
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HS code 機種名

2009年

台数
（台）

金額
（千USドル）

1台当りの
平均価格
（USドル）

8456

レーザその他の光子ビーム、超音
波、放電、電気化学的方法、電子
ビーム、イオンビーム又はプラズ
マアークを使用して材料を取り除く
異により加工する機械

112,675 150,520 1,336

8456.10-00 レーザ加工機 9,812 66,395 6,767

8456.20-00 超音波加工機 45 815 18,111

8456.30-10 放電加工機　NC 1,182 31,883 26,974

8456.30-90 放電加工機　非NC 203 1,715 8,448

8456.90-10 その他のもの 95,866 35,001 365

8456.90-90 その他のもの 5,567 14,712 2,643

8457

金属加工用のマシニングセンター、
ユニットコンストラクションマシン
（シングルステーションのものに限
る。）およびマルチステーショント
ランスファーマシン

2,489 64,426 25,884

8457.10-10 立形マシニングセンタ 510 30,519 59,841

8457.10-20 横形マシニングセンタ 71 9,531 134,239

8457.10-30 プラノ　マシニングセンタ 25 10,564 422,560

8457.10-90 その他マシニングセンタ 62 4,553 73,435

8457.20-00 ユニットコンストラクションマシン
（シングルステーション） 1,567 6,849 4,371

8457.30-00 マルチステーショントランスファー
マシン 254 2,409 9,484

8458
旋盤（ターニングセンターを含む
ものとし、金属切削用のものに限
る。）

59,484 261,916 4,403

8458.11-00 横旋盤　NC 6,749 99,055 14,677

8458.19-00 横旋盤　非NC 16,838 85,328 5,068

8458.91-00 その他の旋盤　NC 109 28,254 259,211

8458.99-00 その他の旋盤　非NC 35,788 49,279 1,377

8459

金属用のボール盤、中ぐり盤、フラ
イス盤、ねじ切りおよびねじ立て盤
（ウェイタイプユニットヘッド機を含
むものとし、第8458項の旋盤（ター
ニングセンターを含む）を除く。）

886,360 175,469 198

8459.10-00 ウェイタイプユニットヘッド 205 257 1,254

8459.21-00 ボール盤　NC 46 3,610 78,478

8459.29-00 ボール盤　非NC 843,940 86,082 102

8459.31-00 中ぐりフライス盤　NC 20 13,006 650,300

8459.39-00 中ぐりフライス盤　非NC 273 9,736 35,663

8459.40-10 中ぐり盤　NC 9 708 78,667

8459.40-90 中ぐり盤　非NC 1,835 6,136 3,344

8459.51-00 ひざ形フライス盤　NC 11 490 44,545

8459.59-00 ひざ形フライス盤　非NC 10,903 19,641 1,801

8459.61-10 プラノミラー　NC 33 1,105 33,485

8459.61-90 その他のフライス盤　NC 192 7,254 37,781

8459.69-10 プラノミラー　非NC 6 502 83,667

8459.69-90 その他のフライス盤　非NC 11,919 21,763 1,826

8459.70-00 ねじ切り盤およびねじ立て盤 16,968 5,179 305

8460

研削盤、ホーニング盤、ラップ盤、
研削盤その他の仕上げ用加工機械
（研削砥石その他の研磨材料を使
用して金属又はサーメット加工する
ものに限るとし、第8461項の歯切
り盤、歯車研削盤および歯車仕上
盤を除く。）

3,148,761 137,830 44

表3　中国の工作機械輸出統計2009

HS code 機種名

2009年

台数
（台）

金額
（千USドル）

1台当りの
平均価格
（USドル）

8460.11-00 平面研削盤　NC 32 1,637 51,156

8460.19-00 平面研削盤　非NC 1,166 8,543 7,327

8460.21-10 円筒研削盤　NC 25 1,742 69,680

8460.21-20 内面研削盤　NC 10 435 43,500

8460.21-90 その他の研削盤　NC 49 12,301 251,041

8460.29-10 心なし研削盤　非NC 184 6,599 35,864

8460.29-20 内面研削盤　非NC 27 483 17,889

8460.29-30 ロール研削盤　非NC 180 1,203 6,683

8460.29-90 その他の研削盤　非NC 300 4,408 14,693

8460.31-00 工具研削盤　NC 3 342 114,000

8460.39-00 工具研削盤　非NC 488,775 10,225 21

8460.40-10 ホーニング盤 108 624 5,778

8460.40-20 ラップ盤 248 2,061 8,310

8460.90-10 その他のもの　（車輪研削盤） 2,195,675 41,254 19

8460.90-20 その他のもの　（ポリッシュ盤） 321,185 21,822 68

8460.90-90 その他のもの　（その他） 140,794 24,149 172

8461

平削り盤、形削り盤、立削り盤、
ブローチ盤、歯切り盤、歯車研削
盤、歯車仕上盤、金切盤、切断機
その他の加工機械（金属又はサー
メットを取り除くことにより加工
するものに限るとし、他の項に該
当するものを除く。）

1,980,013 164,529 83

8461.20-10 形削り盤 309 1,809 5,854

8461.20-20 立削り盤 78 689 8,833

8461.30-00 ブローチ盤 10 129 12,900

8461.40-10 歯切り盤、歯車研削盤および歯車
仕上盤　NC 227 8,679 38,233

8461.40-90 歯切り盤、歯車研削盤および歯車
仕上盤　非NC 18,838 9,054 481

8461.50-00 金切り盤および切断機 1,954,579 139,879 72

8461.90-11 平削り盤　（片持ち型） 3 345 115,000

8461.90-19 平削り盤　（その他） 55 177 3,218

8461.90-90 その他のもの 5,914 3,768 637

工作機械合計 6,189,782 954,690 154

低価格の工作機械（合計） 5,804,154 299,262 52

低価格の工作機械を除外した合計 385,628 655,428 1,700

（出所）日本工作機械工業会の好意による。

表3　続き

一
六
ド
ル
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
台

湾
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
同
じ
分
類
に

属
す
る
製
品
の
一
台
当
り
の
平
均
輸
出

価
格
が
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
に
は
四
八
六

ド
ル
で
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
中
国
か
ら
の
輸
出
製
品
の
品
質

と
台
湾
製
品
は
相
当
異
な
る
製
品
で
あ

る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

H
S84615000

に
分
類
さ
れ
て
い

る
金
切
り
盤
（
注
8
）
お
よ
び
切
断
機

も
一
九
〇
万
台
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
、

一
台
当
た
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
七
二

ド
ル
と
低
価
格
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

日
曜
大
工
程
度
の
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
、

こ
の
く
ら
い
の
値
段
で
あ
ろ
う
。

　

ボ
ー
ル
盤
（H

S 8459

）
に
分
類
さ
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れ
て
い
る
非
Ｎ
Ｃ
機
の
ボ
ー
ル
盤
（H

S 
84592900

）（
注
9
）
も
一
台
当
り

の
輸
出
価
格
は
一
〇
二
ド
ル
と
極
め
て

低
い
。
非
Ｎ
Ｃ
機
の
ボ
ー
ル
盤
の
輸
出

台
数
は
、
八
四
万
三
九
四
〇
台
と
こ
の

分
類
の
な
か
で
は
突
出
し
て
多
く
、
主

な
仕
向
け
地
と
そ
の
台
数
お
よ
び
平
均

輸
出
価
格
は
、
ア
メ
リ
カ
（
八
四
万
三

〇
〇
〇
台
、
八
〇
ド
ル
）、
ド
イ
ツ
（
二

三
万
九
〇
〇
〇
台
、
一
一
六
ド
ル
）、

オ
ラ
ン
ダ
（
五
万
台
、
五
九
ド
ル
）、

イ
ギ
リ
ス
（
三
万
四
〇
〇
〇
台
、
八
三

ド
ル
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
三
万
台
、
八
六

ド
ル
）、フ
ラ
ン
ス（
二
万
九
〇
〇
〇
台
、

七
七
ド
ル
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
二

万
七
〇
〇
〇
台
、
一
〇
八
ド
ル
）
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
一
台
当
り
の
平
均
輸

出
価
格
か
ら
み
て
、
か
な
り
レ
ベ
ル
の

低
い
製
品
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
も
の
づ
く
り
の
現
場

で
は
、必
ず
必
要
と
す
る
機
種
で
あ
り
、

世
界
規
模
の
需
要
が
あ
る
の
は
確
か
で

あ
る
。

　

一
般
に
非
Ｎ
Ｃ
機
で
価
格
が
安
い
の

は
、
材
料
で
あ
る
鋳
物
の
品
質
が
悪
い

こ
と
、
そ
の
結
果
、
高
精
度
の
加
工
に

堪
え
な
い
も
の
、
耐
久
性
が
要
求
さ
れ

て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
工
業
用
に
用

い
る
場
合
は
、
相
当
品
質
の
劣
る
も
の

か
、
色
々
な
加
工
の
前
段
階
を
受
け
持

つ
粗
加
工
用
で
あ
る
。
工
業
用
で
な
け

れ
ば
、
た
と
え
ば〝
Ｄ
Ｉ
Ｙ
〞用
や
日
曜

大
工
用
品
な
ど
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
。
か
つ
て
先
進
国
の
バ
イ
ヤ
ー
が
一

九
七
〇
年
代
後
半
に
台
湾
か
ら
調
達
し

て
い
た
も
の
の
、
現
在
は
中
国
に
シ
フ

ト
し
て
調
達
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
除
外
す
る
と
、
二
〇
〇
九

年
の
輸
出
総
台
数
は
、
三
八
万
五
六
二

八
台
、
輸
出
総
額
は
六
億
五
五
四
二
万

八
〇
〇
〇
ド
ル
と
な
る
。
こ
の
値
は
、

中
国
の
工
業
会
が
発
表
し
て
い
る
値
よ

り
低
い
が
、
工
業
用
工
作
機
械
と
い
う

観
点
か
ら
み
れ
ば
、
一
台
当
た
り
の
平

均
単
価
が
一
〇
〇
ド
ル
以
下
と
い
う
の

は
、
工
具
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
中

国
の
発
表
し
て
い
る
輸
出
総
額
は
、
こ

の
よ
う
に
工
具
の
よ
う
な
も
の
を
含
ん

で
い
る
た
め
金
額
的
に
は
四
五
％
ほ
ど

か
さ
上
げ
さ
れ
て
い
て
多
い
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
極
端
な
低

価
格
製
品
を
除
い
た
あ
と
の
中
国
の
輸

出
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
。

⑵ 

レ
ー
ザ
加
工
機
な
ど

　

表
3
か
ら
レ
ー
ザ
加
工
機
（H

S 
84561000

）
は
、
輸
出
台
数
が
九
八

一
二
台
と
多
い
。
レ
ー
ザ
加
工
機
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
一
台
当
た
り
の
平
均
輸
出
価
格
は

六
七
六
七
ド
ル
と
極
め
て
低
価
格
で
あ

る
。
参
考
に
日
本
が
二
〇
〇
九
年
に
輸

出
し
た
同
じ
分
類
に
属
す
る
製
品
の
一

台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
一
五
万
八

七
四
〇
ド
ル
（
注
10
）
で
中
国
製
品
の

二
三
倍
の
価
格
で
あ
る
の
で
、
こ
の
平

均
輸
出
価
格
が
い
か
に
低
価
格
で
あ
る

か
理
解
で
き
る
。
価
格
の
格
差
か
ら
み

て
、
同
じ
コ
ー
ド
番
号
の
と
こ
ろ
に
分

類
さ
れ
て
は
い
る
が
、
日
本
が
輸
出
し

て
い
る
も
の
と
は
か
な
り
異
な
る
製
品

で
あ
ろ
う
。
輸
出
仕
向
け
地
お
よ
び
台

数
と
平
均
輸
出
価
格
は
、
イ
ラ
ン
（
六

七
〇
台
、
四
五
〇
〇
ド
ル
）、
韓
国
（
六

一
九
台
、
四
五
〇
〇
ド
ル
）、
ブ
ラ
ジ

ル
（
五
二
〇
台
、
六
四
〇
〇
ド
ル
）、

ド
イ
ツ（
五
〇
〇
台
、五
三
〇
〇
ド
ル
）、

ア
メ
リ
カ
（
四
四
七
台
、
六
三
〇
〇
ド

ル
）、
香
港
（
四
二
八
台
、
二
万
七
〇

〇
〇
ド
ル
）
の
よ
う
な
順
に
な
っ
て
い

る
。
香
港
へ
輸
出
し
て
い
る
平
均
輸
出

価
格
と
そ
の
他
の
国
へ
の
平
均
輸
出
価

格
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
は
、
品
質
が

異
な
る
か
ら
で
、
製
造
輸
出
し
て
い
る

企
業
も
地
場
企
業
で
は
な
い
進
出
企
業

の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
北
朝
鮮
へ

も
二
台
輸
出
し
て
い
る
が
、
平
均
輸
出

価
格
は
二
万
ド
ル
で
日
本
か
ら
の
輸
出

品
に
比
較
す
れ
ば
安
い
が
中
国
製
品
と

し
て
は
比
較
的
高
額
製
品
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
Ｎ
Ｃ
放
電
加
工
機
（H

S 
84563010

）
は
、
輸
出
台
数
一
一
八

二
台
で
、
一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格

は
、
二
万
六
九
七
四
ド
ル
で
低
価
格
の

放
電
加
工
機
で
あ
る
が
極
端
な
低
価
格

で
は
な
い
。
参
考
ま
で
に
日
本
の
一
台

当
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
六
万
四
一
五

八
ド
ル
で
中
国
製
品
の
二
・
三
倍
で
あ

る
。
中
国
か
ら
の
主
な
輸
出
先（
台
数
、

平
均
輸
出
価
格
）
は
ブ
ラ
ジ
ル
（
一
六

五
台
、
二
万
一
〇
〇
〇
ド
ル
）、
ベ
ト

ナ
ム
（
一
四
九
台
、
七
六
〇
〇
ド
ル
）、

ア
メ
リ
カ
（
一
三
六
台
、
四
万
八
〇
〇

〇
ド
ル
）、
日
本
（
九
一
台
、
六
万
三

〇
〇
〇
ド
ル
）、
ス
イ
ス
（
七
一
台
、

四
万
六
〇
〇
〇
ド
ル
）
の
順
に
な
っ
て

い
る
。
仕
向
け
地
に
よ
っ
て
平
均
輸
出

価
格
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
の
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
籍
の
企
業
が
中
国
か
ら
輸

出
し
て
い
る
か
ら
で
ろ
う
。

⑶ 

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

　

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
（
以
下
、
Ｍ
Ｃ

と
記
す
）
は
、
立
形
Ｍ
Ｃ
（H

S 845
71010

）
の
輸
出
台
数
が
五
一
〇
台

で
、
台
数
と
し
て
は
多
い
と
は
い
え
な

い
。
輸
出
し
て
い
る
企
業
が
限
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
台
当
り
の
平

均
輸
出
価
格
が
五
万
九
八
四
一
ド
ル
と

価
格
と
し
て
は
国
際
価
格
と
し
て
平
均

的
な
価
格
で
あ
る
。
主
な
輸
出
先
（
台

数
、平
均
輸
出
価
格
）
は
、イ
ラ
ン
（
五

二
台
、
五
万
四
〇
〇
〇
ド
ル
）、
ア
メ

リ
カ（
三
九
台
、三
万
四
〇
〇
〇
ド
ル
）、

日
本（
三
五
台
、三
万
四
〇
〇
〇
ド
ル
）、

台
湾
（
三
五
台
、
三
万
ド
ル
）、
ベ
ト

ナ
ム（
三
二
台
、二
万
六
〇
〇
〇
ド
ル
）、

ド
イ
ツ
（
二
八
台
、
四
万
二
〇
〇
〇
ド

ル
）、
ロ
シ
ア
（
二
五
台
、
五
万
ド
ル
）

と
な
っ
て
い
る
。
中
国
か
ら
輸
出
さ
れ

る
Ｍ
Ｃ
は
、
二
〇
〇
九
年
に
台
湾
か
ら

輸
出
さ
れ
た
Ｍ
Ｃ
の
平
均
輸
出
価
格
六

万
五
七
六
四
ド
ル
よ
り
九
・
九
％
安
く

韓
国
か
ら
輸
出
さ
れ
た
立
形
Ｍ
Ｃ
の
平

均
輸
出
価
格
五
万
六
〇
〇
〇
ド
ル
よ
り
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六
・
八
％
高
い
。
参
考
ま
で
に
日
本
が

二
〇
〇
九
年
に
輸
出
し
て
い
た
立
形
Ｍ

Ｃ
の
平
均
輸
出
価
格
は
一
一
万
二
〇
〇

〇
ド
ル
で
中
国
の
一
台
当
り
の
輸
出
価

格
よ
り
一
・
九
倍
高
額
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
横
形
Ｍ
Ｃ（H

S 84571020

）

を
み
る
と
、
こ
の
輸
出
台
数
は
七
一
台

と
極
め
て
少
な
い
。
輸
出
し
て
い
る
企

業
が
さ
ら
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
一
台
あ
た
り
の
平
均
輸
出
価
格

は
一
三
万
四
二
三
九
ド
ル
で
、
立
形
Ｍ

Ｃ
の
二
倍
以
上
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ
は
、
二

軸
、
三
軸
、
五
軸
と
加
工
を
行
う
た
め

の
制
御
軸
が
多
い
ほ
ど
価
格
が
跳
ね
上

が
る
。
そ
れ
は
、
加
工
物
を
一
度
取
り

付
け
て
様
々
な
加
工
を
一
度
に
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
参
考
に
、
韓
国
か
ら
輸

出
さ
れ
て
い
る
横
形
Ｍ
Ｃ
の
平
均
輸
出

価
格
は
一
八
万
六
〇
七
八
ド
ル
、
日
本

か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
そ
の
平
均
輸
出

価
格
は
三
〇
万
二
五
一
一
ド
ル
で
あ

る
。
台
湾
か
ら
の
輸
出
に
は
同
じ
コ
ー

ド
が
な
い
の
で
比
較
で
き
な
い
。
中
国

か
ら
の
輸
出
先
は
、イ
ン
ド
（
二
一
台
、

四
四
〇
〇
ド
ル
）、
ア
メ
リ
カ
（
六
台
、

一
三
万
ド
ル
）、
南
ア
フ
リ
カ
（
五
台
、

二
二
〇
〇
ド
ル
）、ポ
ー
ラ
ン
ド（
四
台
、

一
万
一
〇
〇
〇
ド
ル
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
四
台
、
三
八
万
三
〇
〇
〇
ド
ル
）、
韓

国
（
三
台
、
六
五
万
四
〇
〇
〇
ド
ル
）、

ト
ル
コ
（
三
台
、
一
〇
万
七
〇
〇
〇
ド

ル
）、
ロ
シ
ア
（
三
台
、
三
〇
万
九
〇

〇
〇
ド
ル
）
の
順
で
あ
る
。

⑷ 

旋
盤

　

表
3
で
旋
盤
（H

S 8458

）
に
分
類

さ
れ
る
機
種
を
み
る
と
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤

（H
S 84581100

）
の
輸
出
台
数
は
、

六
七
四
九
台
で
比
較
的
多
い
。
一
台
当

り
の
平
均
輸
出
価
格
は
一
万
四
六
七
七

ド
ル
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
台
湾
が

輸
出
し
て
い
る
同
分
類
の
製
品
の
一
台

当
り
の
輸
出
価
格
は
、
五
万
五
三
〇
八

ド
ル
、韓
国
で
は
五
万
六
四
五
六
ド
ル
、

日
本
で
は
一
二
万
四
九
六
二
ド
ル
で
あ

る
。
台
湾
か
ら
輸
出
さ
れ
る
Ｎ
Ｃ
旋
盤

の
一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
、
中

国
製
品
の
三
・
七
倍
以
上
で
あ
る
。
こ

の
価
格
差
か
ら
み
て
、
輸
出
台
数
の
多

く
は
地
場
企
業
が
輸
出
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
実
際
、大
連
機
床
集
団
は
、

二
〇
〇
五
年
調
査
時
点
で
普
通
旋
盤
、

Ｎ
Ｃ
旋
盤
、
Ｍ
Ｃ
や
ラ
イ
ン
用
工
作
機

械
を
中
心
に
生
産
を
行
っ
て
い
て
、
年

間
の
生
産
台
数
は
四
万
台
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
生
産
高
の
約
一

〇
％
が
Ｎ
Ｃ
機
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一

〇
％
ほ
ど
を
輸
出
し
て
い
る
と
し
て
い

る
。
中
国
か
ら
の
輸
出
仕
向
け
地
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
（
八
九
〇
台
、
五
六
二
五

ド
ル
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
七
一
八
台
、

四
七
八
四
ド
ル
）、
日
本
（
三
七
二
台
、

三
万
二
〇
一
ド
ル
）、
イ
ン
ド
（
三
四

九
台
、
一
万
三
六
六
四
ド
ル
）、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
（
三
二
九
台
、
一
万
一
六
〇

六
ド
ル
）、
ベ
ト
ナ
ム
（
三
二
三
台
、

六
七
九
四
ド
ル
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
二

八
〇
台
、
一
万
四
七
一
八
ド
ル
）、
香

港（
二
七
五
台
、一
万
五
九
八
七
ド
ル
）、

ア
メ
リ
カ
（
二
〇
九
台
、
三
万
二
四
七

九
ド
ル
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

北
朝
鮮
（
三
八
台
、
一
万
六
四
五
八
）

に
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

ロ
ー
エ
ン
ド
の
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
ア
ジ
ア
市

場
は
小
さ
く
な
い
と
い
え
る
。
過
去
に

日
本
の
Ｎ
Ｃ
旋
盤
が
ア
メ
リ
カ
製
Ｎ
Ｃ

旋
盤
に
比
較
し
て
低
価
格
で
あ
っ
た
の

で
価
格
競
争
力
を
も
ち
、
ロ
ー
エ
ン
ド

と
い
っ
て
も
よ
い
市
場
に
浸
透
し
て
世

界
ト
ッ
プ
に
上
り
詰
め
た
の
を
思
い
お

こ
さ
せ
る
。

　

つ
ぎ
に
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
（H

S 84581
900

）
を
み
る
と
、
二
〇
〇
九
年
の
輸

出
台
数
は
、一
万
六
八
三
八
台
で
あ
る
。

一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
、
五
〇

六
八
ド
ル
で
あ
る
。
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
二

〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
七
年
の
輸
出
台
数

と
一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格
は
そ
れ

ぞ
れ
二
〇
〇
六
年
約
三
万
八
八
四
四

台
、
三
六
四
〇
ド
ル
、
二
〇
〇
七
年
、

四
万
一
七
七
一
台
、
四
五
五
七
ド
ル
で

あ
る
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年

の
台
数
は
減
少
し
て
い
る
が
。
一
台
当

り
の
平
均
輸
出
額
は
年
々
高
く
な
り
、

品
質
の
向
上
が
伺
え
る
。
参
考
に
台
湾

か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の

平
均
輸
出
価
格
は
一
万
一
五
六
〇
ド
ル

で
あ
る
。
中
国
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る

非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
主
な
仕
向
け
地
と
そ
の

台
数
お
よ
び
平
均
輸
出
価
格
は
、
ア
メ

リ
カ（
一
五
二
〇
台
、三
一
〇
九
ド
ル
）、

ド
イ
ツ
（
一
三
九
七
台
、
四
二
〇
五
ド

ル
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
一
一
九
三
台
、
七

七
〇
七
ド
ル
）、イ
タ
リ
ア（
六
三
五
台
、

三
三
一
五
ド
ル
）、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
六

二
六
台
、
六
八
九
六
ド
ル
）、
イ
ギ
リ

ス
（
六
一
一
台
、
二
五
六
四
ド
ル
）、

韓
国
（
五
六
一
台
、
七
八
一
七
ド
ル
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代

後
半
に
台
湾
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ

れ
た
旋
盤
で
極
め
て
低
価
格
の
製
品
が

大
量
に
輸
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
旋
盤
は
ア
メ
リ
カ
の
〝
Ｄ
Ｉ
Ｙ
〞

の
流
行
で
需
要
が
拡
大
し
た
日
曜
大
工

用
の
卓
上
旋
盤
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
そ

れ
を
修
理
す
る
た
め
に
用
い
る
そ
れ
よ

り
少
し
大
き
い
旋
盤
が
、
そ
れ
よ
り
少

し
高
価
格
で
大
量
に
輸
出
さ
れ
た
。
台

湾
の
工
作
機
械
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て

高
付
加
価
値
化
し
て
い
っ
た
。
中
国
か

ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
非
Ｎ
Ｃ
機
の
そ
の

他
の
旋
盤
は
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
把
握
し
て
い
る
先
進
国
の
バ
イ

ヤ
ー
が
中
国
メ
ー
カ
に
製
造
委
託
し
て

作
ら
せ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

⑸ 

Ｎ
Ｃ
中
ぐ
り
フ
ラ
イ
ス
盤

　

Ｎ
Ｃ
中
ぐ
り
フ
ラ
イ
ス
盤
（H

S 
84593100

）
は
二
〇
台
輸
出
さ
れ
て

い
て
台
数
と
し
て
は
極
め
て
少
な
い
。

製
造
メ
ー
カ
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格

が
六
五
万
三
〇
〇
ド
ル
と
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
き
た
製
品
の
平
均
輸
出
価
格
よ

り
高
い
。
参
考
に
同
年
の
日
本
製
の
平

均
輸
出
価
格
は
、
五
一
万
四
九
六
五
ド
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ル
、
台
湾
製
一
〇
万
一
九
二
五
ド
ル
、

韓
国
製
八
万
八
四
九
六
ド
ル
で
あ
る
。

中
ぐ
り
フ
ラ
イ
ス
盤
で
価
格
が
お
お
き

く
ば
ら
つ
く
原
因
は
、
主
軸
の
構
造
に

あ
る
。
要
す
る
に
、
主
軸
が
中
ぐ
り
主

軸
の
み
か
、
中
ぐ
り
主
軸
と
フ
ラ
イ
ス

主
軸
の
二
層
構
造
か
、
さ
ら
に
は
面
板

主
軸
を
組
み
込
ん
だ
三
層
構
造
か
に

よ
っ
て
価
格
は
大
き
く
変
わ
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
比
較
検
討
で
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
中
国
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に

は
二
台
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
、
平
均
輸

出
価
格
は
二
〇
二
万
一
三
〇
六
ド
ル

と
、
価
格
か
ら
み
る
と
最
高
級
品
質
の

工
作
機
械
で
あ
る
。
ま
た
ト
ル
コ
に
も

一
台
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
価
格
は
一
一

〇
万
六
八
二
三
ド
ル
で
や
は
り
最
高
級

品
質
の
工
作
機
械
で
あ
る
。
日
本
企
業

や
台
湾
企
業
、
韓
国
企
業
が
中
国
製
よ

り
低
価
格
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
は
か
な
り
大
型
の
工
作
機
械
で
あ

る
。
中
国
の
工
作
機
械
企
業
は
過
去
に

ソ
連
の
技
術
を
導
入
し
て
発
展
し
て
き

た
。
ソ
連
の
工
作
機
械
を
継
い
だ
ロ
シ

ア
工
作
機
械
産
業
が
ほ
と
ん
ど
崩
壊
状

態
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
中
国
製

は
ソ
連
の
市
場
だ
っ
た
大
型
機
械
市
場

で
競
争
力
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

⑹ 

研
削
盤

　

Ｎ
Ｃ
工
具
研
削
盤
（H

S 84603
100

）
の
輸
出
台
数
は
三
台
で
あ
る
。

一
台
当
り
の
輸
出
価
格
は
一
一
万
四
〇

〇
〇
ド
ル
で
あ
る
。
Ｎ
Ｃ
そ
の
他
の
研

削
盤
（H

S 84602190

）
は
、
輸
出

台
数
が
四
九
台
で
一
台
当
り
の
輸
出
価

格
は
二
五
万
一
〇
四
一
ド
ル
で
あ
る
。

　

中
国
か
ら
輸
出
さ
れ
る
Ｎ
Ｃ
そ
の
他

の
研
削
盤
は
、
た
と
え
ば
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
に
三
台
輸
出
さ
れ
た
製
品
の
平
均
輸

出
価
格
は
七
九
万
五
九
五
ド
ル
、
ト
ル

コ
に
三
台
輸
出
さ
れ
た
製
品
の
平
均
輸

出
価
格
は
七
四
万
六
三
八
八
ド
ル
、
ケ

ニ
ア
に
二
台
輸
出
さ
れ
た
平
均
輸
出
価

格
は
七
五
万
四
五
二
九
ド
ル
と
、
日
本

の
Ｎ
Ｃ
研
削
盤
の
輸
出
価
格
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
価
格
で
あ
る
。
参
考
に
台

湾
が
輸
出
し
て
い
る
同
じ
分
類
の
機
種

の
平
均
輸
出
価
格
と
比
較
す
れ
ば
、
台

湾
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
ド
イ
ツ
に
一
台

輸
出
さ
れ
た
平
均
輸
出
価
格
は
一
五
九

万
四
四
五
三
ド
ル
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

台
湾
企
業
が
製
造
し
て
い
る
製
品
と
異

な
る
仕
様
の
大
型
製
品
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
で
工
作
機
械
を
製
造
す
る
企
業

に
は
、
大
き
な
技
術
格
差
が
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
ボ
ト
ム
の
企
業
は
日
本
で
は

工
作
機
械
と
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
よ

う
な
製
品
を
製
造
し
て
い
る
の
で
、
統

計
が
か
さ
上
げ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
が
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

企
業
は
日
本
と
同
様
の
価
格
で
製
品
を

輸
出
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
研
削
盤
製

造
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
で
あ
る
上
海
機
床

廠
は
、
二
〇
〇
四
年
の
訪
問
調
査
で
得

た
情
報
に
よ
る
と
、
大
型
の
円
筒
研
削

盤
、
内
面
研
削
盤
、
ロ
ー
ル
研
削
盤
を

生
産
し
て
い
る
（
注
11
）。
二
〇
〇
四

年
の
生
産
台
数
三
八
〇
〇
台
の
一
〇
〜

二
〇
％
が
Ｎ
Ｃ
研
削
盤
で
あ
り
、
約

五
％
を
輸
出
し
て
い
る
。
上
海
機
床
廠

は
、
自
社
製
品
に
つ
い
て
製
品
の
品
質

は
日
本
製
品
に
比
較
し
て
悪
く
、
技
術

そ
の
も
の
も
ア
メ
リ
カ
に
比
較
し
て
一

〇
年
は
遅
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。

そ
の
理
由
は
、技
術
者
の
知
識
が
古
く
、

熟
練
し
た
職
長
が
極
端
に
不
足
し
て
い

る
と
い
う
人
的
資
源
の
不
十
分
さ
が
大

き
な
原
因
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
上
海
機
床
廠
は
、
品
質
を
向

上
す
べ
く
日
本
人
技
術
者
と
契
約
し
た

り
、
日
本
の
池
貝
鉄
工
を
買
収
し
た
り

し
た
。
中
国
で
は
大
型
の
研
削
盤
に
は

競
争
相
手
が
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
日

本
人
技
術
者
が
半
年
ほ
ど
指
導
す
れ

ば
、
十
分
に
国
際
競
争
力
の
あ
る
製
品

を
産
出
で
き
る
技
術
レ
ベ
ル
で
あ
ろ
う
。

4 

価
格
か
ら
み
た
工
作
機
械
市
場

の
階
層
構
造

　

工
作
機
械
の
世
界
市
場
を
日
本
、
韓

国
、
台
湾
、
中
国
の
一
台
当
り
の
平
均

輸
出
価
格
で
階
層
化
し
、
中
国
工
作
機

械
の
位
置
付
け
が
ど
の
辺
に
あ
る
の
か

を
み
て
み
る
。

　

旋
盤
の
市
場
の
階
層
構
造
は
、
図
2

に
示
し
た
よ
う
に
中
国
製
品
の
非
Ｎ
Ｃ

旋
盤（
平
均
輸
出
価
格
五
〇
六
八
ド
ル
）

が
最
下
層
を
構
成
し
、
中
国
地
場
の
中

小
企
業
向
け
に
製
造
し
て
い
る
製
品
が

あ
ふ
れ
て
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
つ
ぎ
に
台
湾
製
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
（
平

均
輸
出
価
格
一
万
一
五
六
〇
ド
ル
）
が

次
の
層
を
構
成
し
て
い
る
。
も
っ
と
も

台
湾
企
業
の
主
な
製
品
は
Ｎ
Ｃ
機
で
あ

る
の
で
、
台
湾
企
業
で
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を

製
造
輸
出
す
る
企
業
は
極
め
て
数
少
な

い
。
中
国
地
場
メ
ー
カ
の
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤

の
価
格
の
安
さ
や
製
造
の
有
無
か
ら
、

日
本
、
韓
国
、
台
湾
か
ら
輸
出
さ
れ
る

製
品
は
中
国
製
品
に
対
抗
で
き
な
い
。

中
国
地
場
メ
ー
カ
の
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
は
、

競
争
力
が
高
い
の
で
中
国
国
内
市
場
を

独
占
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
中
国
で
作
ら
れ
た
Ｎ
Ｃ
旋
盤

（
平
均
輸
出
価
格
一
万
四
六
七
七
ド
ル

台
）
が
圧
倒
的
な
安
さ
で
下
か
ら
三
番

目
の
層
を
構
成
し
て
い
る
。
下
か
ら
四

番
目
の
層
は
、
台
湾
が
輸
出
し
て
い
る

Ｎ
Ｃ
旋
盤
で
平
均
輸
出
価
格
五
万
五
三

〇
五
ド
ル
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
の
台

湾
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
中
国
市

場
で
の
台
湾
製
品
の
需
要
者
は
、
台
湾

か
ら
進
出
し
て
き
た
企
業
が
中
心
で
、

日
本
か
ら
中
国
へ
進
出
し
た
中
小
の
企

業
も
需
要
し
て
い
る
。
台
湾
と
ほ
ぼ
同

じ
価
格
帯
の
五
万
六
四
五
六
ド
ル
で
韓

国
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｃ
旋
盤

が
、
上
位
に
位
置
し
競
合
し
て
い
る
。

一
般
に
世
界
市
場
で
は
、
こ
の
韓
国
と

台
湾
の
製
品
は
激
し
く
競
争
し
て
い

る
。
台
湾
メ
ー
カ
に
よ
れ
ば
、
韓
国
製

品
が
価
格
は
少
し
高
い
が
品
質
も
良
い

と
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
日
本
の
Ｎ
Ｃ

旋
盤
が
頂
上
を
占
め
る
が
、
日
本
製
品
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（出所）筆者作成。

図2　旋盤の世界市場の階層構造

（出所）筆者作成

図3　立形MCの世界市場の階層構造

は
、
韓
国
製
品
と
競
合
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
中
国
製
品
と
競
合
す
る
こ
と

は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
冒
頭
に
述

べ
た
、
日
本
製
品
が
中
国
製
品
に
市
場

を
奪
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
え

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
は
差
別
化
さ
れ

て
い
る
。

　

図
3
は
、
立
形
Ｍ
Ｃ
を
図
2
と
同
様

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
台
湾
製
立
形
Ｍ
Ｃ
と
中
国
製
立
形

Ｍ
Ｃ
の
間
に
は
九
・
九
％
の
価
格
差
し

か
な
く
、
韓
国
製
立
形
Ｍ
Ｃ
が
最
下
層

を
占
め
、
中
国
製
と
の
価
格
差
は
六
・

八
％
し
か
な
い
。
二
〇
〇
五
年
に
訪
問

調
査
し
た
台
湾
か
ら
中
国
に
進
出
し
た

杭
州
友
佳
精
密
機
械
公
司
の
陳
向
栄
総

経
理
に
よ
れ
ば
、
杭
州
友
佳
精
密
機
械

公
司
で
は
、
台
湾
で
製
造
す
る
機
種
と

中
国
で
製
造
す
る
機
種
は
分
け
て
な
い

の
で
、
同
じ
も
の
を
製
造
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
中
国

で
製
造
し
て
い
る
も
の
は
台
湾
製
よ
り

価
格
が
安
い
と
述
べ
て
い
た
。
顧
客
の

希
望
に
よ
り
ど
ち
ら
で
生
産
し
た
も
の

を
納
品
す
る
か
が
決
ま
る
と
い
う
。
も

ち
ろ
ん
中
国
か
ら
輸
出
も
し
て
い
る
。

他
方
、
韓
国
か
ら
中
国
に
進
出
し
た
斗

山
は
、
中
国
現
地
生
産
用
の
仕
様
を
別

途
設
計
し
て
い
る
の
で
、
韓
国
で
製
造

す
る
製
品
と
中
国
で
製
造
す
る
製
品
が

異
な
り
、
価
格
は
一
層
安
く
な
る
。
図

3
で
驚
く
の
は
、
中
国
か
ら
の
立
形
Ｍ

Ｃ
の
平
均
輸
出
価
格
が
、
韓
国
か
ら
輸

出
さ
れ
る
そ
れ
よ
り
高
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
図
2
の
中
国
か
ら
輸
出
さ
れ

る
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
価
格
の
圧
倒
的
な
安
さ

と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
中
国
か
ら
輸

出
さ
れ
る
立
形
Ｍ
Ｃ
は
、
中
国
企
業
が

中
心
に
な
っ
て
輸
出
し
て
い
る
と
い
う

よ
り
、
中
国
に
進
出
し
た
企
業
が
輸
出

し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

5 

中
国
メ
ー
カ
の
工
作
機
械
製
造

の
技
術
レ
ベ
ル

　

中
国
工
作
機
械
企
業
の
う
ち
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
企
業
は
、
非
Ｎ
Ｃ
機
や
大
型

機
に
つ
い
て
は
競
争
力
が
あ
る
。
し
か

し
、
市
場
階
層
の
最
下
層
に
位
置
付
け

ら
れ
た
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
は
品
質
が
悪
い
の

で
、
ベ
ト
ナ
ム
市
場
で
は
中
国
製
品
離

れ
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
地
場

企
業
は
、
す
こ
し
資
金
が
あ
れ
ば
日
本

製
を
買
い
た
い
と
い
う
（
注
12
）。
図

2
に
は
示
し
て
な
い
が
、
台
湾
の
非
Ｎ

Ｃ
旋
盤
と
同
じ
と
こ
ろ
に
日
本
が
一
九

六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
製
造
し
た

中
古
の
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
が
あ
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
中
国
の
非
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
新
品

の
質
は
日
本
の
一
九
六
〇
年
代
製
造
製

品
に
相
当
劣
る
と
い
っ
て
よ
い
。
中
国

製
品
の
品
質
が
悪
い
の
は
、
価
格
の
安

さ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ベ
ー
ス
で
あ

る
鋳
物
の
質
を
相
当
落
と
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
結
果
、

耐
用
年
数
が
か
な
り
短
く
な
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
工
作
機
械
は
一

〇
年
使
用
し
、
一
度
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

す
れ
ば
さ
ら
に
五
年
は
当
初
保
証
す
る

加
工
精
度
を
維
持
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
精
度
は
徐
々
に
落
ち
て

い
く
と
し
て
も
そ
れ
か
ら
三
〇
年
経
っ

て
も
根
強
い
人
気
が
あ
る
こ
と
は
、
そ

の
作
り
の
良
さ
、
技
術
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
の
中
国
の
工
作
機
械

の
技
術
レ
ベ
ル
は
侮
り
が
た
い
と
い
わ

れ
て
い
た
（
注
13
）。
し
か
し
、
一
流

と
目
さ
れ
て
い
た
北
京
第
一
機
床
廠
の

一
九
九
五
年
の
状
況
を
み
る
と
、
後
進

性
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
非

Ｎ
Ｃ
機
に
お
け
る
技
術
レ
ベ
ル
の
問
題

は
、Ｎ
Ｃ
機
に
な
っ
て
も
同
じ
で
あ
り
、

中
国
の
低
価
格
の
工
作
機
械
を
設
備
と

す
る
の
は
、よ
り
低
所
得
国
の
市
場
か
、

中
国
国
内
で
も
中
小
零
細
企
業
で
あ
る

と
予
想
さ
れ
る
。
実
際
、
主
要
な
工
作

機
械
ユ
ー
ザ
で
あ
る
金
型
を
製
造
し
て

い
る
企
業
で
日
系
企
業
と
取
引
が
あ
る

よ
う
な
企
業
、
例
え
ば
大
連
鴻
園
精
密

模
塑
有
限
公
司
の
よ
う
な
企
業
は
、
そ

の
設
備
が
す
べ
て
日
本
の
工
作
機
械
で

あ
る
（
注
14
）。

ま
と
め

　

中
国
の
工
作
機
械
の
生
産
額
が
、
日

本
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
に
躍
進
し
た
が
、

そ
の
実
態
を
細
か
く
み
れ
ば
、
日
本
で

は
工
作
機
械
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な

い
低
価
格
品
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
く
、
そ
の
結
果
、
生
産
額

が
底
上
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
低
価
格
品
を
除

外
し
て
先
進
国
の
工
作
機
械
の
定
義
に

合
致
し
た
製
品
だ
け
を
取
り
出
し
て
み

る
と
、
生
産
の
主
力
は
非
Ｎ
Ｃ
機
で
あ

る
が
、
中
で
も
旋
盤
で
、
こ
れ
は
価
格

の
安
さ
か
ら
み
て
中
国
国
内
に
供
給
さ

れ
て
い
る
製
品
が
、
外
見
上
価
格
競
争

力
が
あ
る
の
で
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
中
国
の
主
力
製
品
で
は
あ

る
が
、
二
〇
〇
九
年
の
調
査
（
参
考
文

献
④
）
で
は
、
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
市
場

で
は
、
中
国
製
工
作
機
械
の
品
質
が
悪

い
の
で
現
地
企
業
に
需
要
さ
れ
な
く
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世界トップに躍り出た中国の工作機械生産額

フライス加工

工作物

フライスミル回転移動

工作物
内径が削り出される

工具回転・移動

ホーニング加工

ワイヤー放電加工

ドリル穴あけ加工（ボール盤）

ドリル回転・移動

工作物

レーザー加工

レーザー照射 形状に切断

工作物

研削加工

工作物移動

砥石回転

平面を仕上げる

歯切り加工

工作物回転

旋削（外径）加工 ( 旋盤）

旋削バイト移動

中ぐり加工

工作物 穴を大きくする

バイト

ボーリングバー
回転

放電加工

電極移動

工作物 放電 所定の形状
が除去

ねじ切り加工

工作物

ねじ切りバイト

ワイヤー供給リール

巻取リール

工作物

＋
－
電
源

工作物
歯車が
削り出される

ホブ回転・移動

（出所）株式会社 松浦機械製作所下記ウェブページなどをもとに編集部作成。
www.matsuura.co.jp/japan/saiyo/about/kousaku_syurui.shtm

＜参考＞　工作機械による加工の例

な
っ
て
い
て
、
需
要
は
日
本
の
中
古
機

械
に
シ
フ
ト
し
て
い
た
。
し
か
も
日
系

進
出
企
業
と
取
引
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
地

場
の
下
請
け
企
業
は
、
す
で
に
日
本
製

Ｎ
Ｃ
機
を
よ
り
需
要
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
中
国
の
非
Ｎ
Ｃ
旋

盤
は
ベ
ト
ナ
ム
ク
ラ
ス
の
所
得
の
国
で

は
市
場
を
失
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
他
方
、
研
削
盤
を
製
造
し

て
い
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
企
業
で
あ
る

上
海
機
床
廠
の
訪
問
調
査
で
は
、
中
国

の
工
作
機
械
は
、技
術
が
遅
れ
て
い
る
、

そ
れ
は
人
的
資
源
の
限
界
の
た
め
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

過
去
に
ソ
連
か
ら
伝
わ
っ
た
大
型
工
作

機
械
の
製
造
技
術
は
維
持
さ
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
、
ソ
連
が
製
品
を
輸
出
し
て

い
た
国
に
は
市
場
が
あ
り
、
競
合
相
手

が
い
な
い
こ
と
や
、
企
業
が
民
営
化
さ

れ
て
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
経
営
が
維
持

さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
本
稿
で
は
機
械
一
台
当
た

り
の
価
格
に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
基
に
分

析
を
行
っ
た
が
、
よ
り
詳
し
く
実
態
を

把
握
す
る
に
は
「
価
格
効
果
」
な
る
視

点
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
比
較

対
象
の
機
能
・
性
能
仕
様
を
加
味
し
た

価
格
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
図
2
お
よ

び
図
3
の
階
層
構
造
を
明
確
化
す
る
必

要
が
あ
る
。

（
み
ず
の　

じ
ゅ
ん
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

《
注
》

1
．
日
本
経
済
新
聞
、
二
〇
一
〇
年
二
月
二
七

日
。

2
．
日
本
工
作
機
械
工
業
会
﹇
二
〇
一
〇
﹈
三

ペ
ー
ジ
、
二
五
九
ペ
ー
ジ
。

3
．
日
本
経
済
新
聞　

二
〇
一
〇
年
二
月
二
七

日
。

4
．
日
本
工
作
機
械
工
業
会
﹇
二
〇
〇
九
﹈
二

八
四
ペ
ー
ジ
。

5
．
貿
易
統
計
で
工
作
機
械
は
、
世
界
共
通
の

Ｈ
Ｓ
コ
ー
ド
で
区
分
さ
れ
「H

S8456

か

らH
S8461

ま
で
」
の
機
種
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。

6
．
二
〇
〇
五
年
の
調
査
か
ら
こ
れ
は
車
輪
研

削
盤
で
は
な
く
手
作
業
で
、
バば

リり

取
り
や

刃
物
の
再
研
削
を
行
う
両
頭
グ
ラ
イ
ン

ダ
ー
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

7
．
二
〇
〇
五
年
の
調
査
か
ら
こ
れ
は
工
具
研

削
盤
で
は
な
く
手
持
ち
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー

の
可
能
性
が
大
き
い
。

8
．
二
〇
〇
五
年
の
調
査
か
ら
金
切
り
盤
と
は

ノの

コこ

盤
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

9
．
二
〇
〇
五
年
の
調
査
か
ら
ド
リ
ル
径
最
大

一
〇
ミ
リ
位
の
卓
上
ボ
ー
ル
盤
で
あ
ろ

う
。

10
．
表
3
以
外
の
一
台
当
り
の
平
均
輸
出
価
格

は W
orld Trade Atlas

を
用
い
て
い
る
。

11
．
伊
東
・
水
野﹇
二
〇
〇
九
﹈一
八
二
ペ
ー
ジ
。

12
．
水
野
﹇
二
〇
一
〇
﹈
二
四
ペ
ー
ジ
。

13
．
伊
東
・
水
野﹇
二
〇
〇
九
﹈一
七
九
ペ
ー
ジ
。

14
．
伊
東
・
水
野
﹇
二
〇
〇
九
﹈一
八
一
ペ
ー
ジ
。

《
参
考
文
献
》

① 

伊
東
誼
・
水
野
順
子
編
﹇
二
〇
〇
九
﹈『
工

作
機
械
産
業
の
発
展
戦
略
―
日
独
亜
の
実

力
』
工
業
調
査
会
。

② 

日
本
工
作
機
械
工
業
会
﹇
二
〇
〇
九
﹈『
工

作
機
械
統
計
要
覧2009

』。

③  

―
﹇
二
〇
一
〇
﹈『
工
作
機
械
統
計
要
覧

2010

』。

④ 

水
野
順
子
編
﹇
二
〇
一
〇
﹈『
新
興
諸
国
の

資
本
財
需
要
―
ロ
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
の
工

作
機
械
市
場
』
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
。

⑤ W
orld Trade Atlas




